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川西医師について

1999年に武田総合病院に着任した当初は、圧迫骨折の治療はすべてコル
セットを装着して安静にしてもらうという治療が標準的でした。その頃
から圧迫骨折に対して、セメント手術で痛みが取れることは文献上では
明らかになっていましたが、実践経験を積むため海外に渡りトレーニン
グを繰り返し、動物実験を行い、2002年に治療の実現に至ることができ
ました。昨年の９月よりDSA装置（血管造影装置）の導入により、さらに
精度の高い治療が可能になっています。
セメント治療の適応は圧迫骨折直後の、強い痛みがある場合です。低侵襲
で患者さんへの負担が少なく、痛みをしっかりと取ることができますの
で、圧迫骨折に苦しむ患者さんにはぜひご案内ください。

しかし、私が脳神経外科を志した40年前では、患者さんが手術後に亡く
なったり、重症となることがしばしば起こっていました。本当に何度もく
じけそうになりました。同じ轍を踏まず、どうしたらうまくいくのか、そ
の一心で動物を使ってひたすら手術修練をし、海外渡航をして遺体解
剖を繰り返し、多くのエキスパートから学び、自分たちの診療を学会や論
文執筆を通じて公表、他者評価を受けてきました。
武田総合病院に着任してからは、早25年が経ちました。脳や脊髄といっ
た重要な臓器に病気を患った患者さんに少しでも幸せになっていただく
にはどうするべきか、培った経験や技術、知識をどのように患者さんに
還元し社会貢献するかを考えるようになりました。7人の後輩とチーム
を組んで常に研鑽を積み、患者さんへの負担を軽くして満足していただ
ける治療をこれからも提供してまいります。
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患者サポートセンターだより

患
者
さ
ん
に
満
足
の
い
く
医
療
を
提
供
し
た
い
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患者さんを幸せにしたい。今も留まることはない医療への追及心。

脊椎圧迫骨折に対するセメント治療のパイオニアとして数多くの実績

私が脳外科医を志したのは、医学生時代の脳外科の教授に憧れたことがきっかけでした。最初は単なる憧れでしたが、手術実習で頭部
から目の神経を見た時、あまりの美しさに衝撃を受け、脳神経外科の医師として働くことを一生の仕事にしたいと強く思いました。

私は2002年以降、脊椎圧迫骨折に対するセメント治療（経皮的椎体形成術）を多く手がけてまいりました。脊椎が圧迫骨折すると
激しい痛みを伴い、身体・精神ともに大きな影響があります。この治療は局所麻酔でメスを使用せず、短時間で行えるため患者さん
の負担が少ない治療だと言えます。手術自体は5分～10分で、麻酔などの時間を入れても30分程度で終了します。
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